
         

レジ

棚

FL＋150

木質デザインの提灯で一日の終わりを彩る。
木の温かさと人の温かさを感じる。

秋田芸術劇場、CCRC 拠点「クロッセ秋田」、駅前緑化の推進。
近年、駅前再開発が盛んである。
少子高齢化が深刻化する今日、駅周辺に県内外の人を引き付
けるには、場の魅力と、イベント時だけでない日常的な賑わ
いが必要であると考える。
場の創造価値が問われる今だからこそ、もっと秋田らしさを、
もっと日常の賑わいを感じられる空間を提案する。　

concept

location layout plandiagram

floor plan

3つの木の積層 賑わいのコンテンツを集約させる
　　　　▽
コンパクトシティのさきがけに。
様々な目的を持った人が行き交う賑わいの街に。

屋根・躯体・デッキの 3つをずらして配置。
▷屋内・屋外・半屋外空間を形成。
▷歩くきっかけを作る。

賑わいの街、曲げわっぱの群景
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屋台空間による賑わいの創出

駅前から広がる地産地消の輪

新たなワークスタイルと地域交流 若者や観光客の集客

体験価値の創造

子育て世代の交流

情報発信の場

大階段で見る、話す、食べる　

地元の人や観光客で賑わう半屋外の屋台空間の提案。
若者や移住者のビジネスチャンスに。
夜は木質デザインの提灯でライトアップされる。

米、酒、野菜＿。
秋田の食の魅力を駅前から発信し、
地産地消を推進する。
飲食店の起業家との出会いで
新たなビジネスチャンスにもなる。

多世代が利用するレンタル空間で地域交流の場を作る。
シェアオフィスは、リモートワークや学生の勉強スペースとして
毎日多くの人が行き交う。

若い世代が駅前に集うきっかけを作る。
フードコートは木質とし、屋根上テラスと一体とすることで
より木材を感じる。

ものづくり体験やお土産販売を通し、県外に秋田の工芸の魅力を発信。
若者に興味を持ってもらい、後継者を見つけるきっかけにもなる。

少子化が深刻化する中、駅前を中心に子育て支援を広げ、
親同士の交流の場を作る。
室内に設置された小さな木の家で、木材を感じながら遊ぶことができる。
子育てカフェには掘りごたつの席を設け、足元にも木材の温かさを感じ
ながら寛ぐことができる。

休憩施設に展示スペースを設けることで、気軽に足を運ぶことができる。
ギャラリーの展示を通じて、県内外に情報を発信する場になる。
仕切りを減らし中庭を設けることで開放的な空間となるよう設計した。

千秋花火や竿灯妙技会など、イベント時には観覧席や
出店で買ったものを食べるスペースになる。
日常的には休憩や談笑のスペース、待ち合わせの場となり、
フレキシブルな大階段で日々の賑わいを引き出すことを提案する。　　

にぎわい広場

屋台 休憩・ギャラリー

直売所
子育て交流施設

1F 遊び場
2F 子育てカフェ

工芸施設

商業施設

2F フードコート

1F テナント

多目的施設

2F シェアオフィス

1F レンタルスペース

大階段

直売所 工芸施設
休憩・ギャラリー

子育て交流施設
1F 遊び場

子育て交流施設
2F 子育てカフェ

多目的施設
1F レンタルスペース

多目的施設
2F シェアオフィス

商業施設
1F テナント

商業施設
2F フードコート　　　　　　　　　

フリースペース

販売
スペース

資料室ものづくり
コーナー

事務室

休憩スペース

ギャラリー

カウンター

トイレ

受付
遊び場

工作スペース
倉庫

事務室 トイレ
厨房

掘りごたつ
2FL＋300

2FL＋300

2FL－300

トイレ

講義室 1

防音室 1

　ピアノ室

防音室 2
パフォーマンス室

和室 1

和室 2

和室 3

フリースペース

上部吹抜

カウンター

エスカレーター
講義室 2

講義室 3

曲げわっぱの
ワークスペース

フリースペース

個室

カウンター席

1人用ワークスペース

受付カウンター

テナント

トイレ（女）

多目的トイレ

トイレ（男）

木の家

トイレ

トイレ

トイレ

2012 年、芸術・文化・観光の拠点として開業したエリアなかいち。
ネットでものが手に入る時代に、もっと秋田の魅力を感じられる
空間を設計することで、駅前により多くの人が集うのではないか
と考え、エリアなかいちを計画地とした。

駅前広場
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と
り
こ
む

あ
ふ
れ
る

あ
ふ
れ
る

：
一
般
人
動
線

・
敷
地

敷
地
は
秋
田
市
大
町

「
竿
燈
大
通
り
」
に
面
し
て
い
る
、

日
本

銀
行
秋
田
支
店
と
そ
の
北
に
あ
る
空
き
地
で
あ
る
。

こ
こ
は
以

前
、

秋
田
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
秋
田
の
中
心
市
街
地
の
重
要

な
施
設
で
あ
っ
た
が
、

テ
ナ
ン
ト
が
撤
退
し
衰
退
し
て
い
き
、

秋
田
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
は
解
体
さ
れ
た
。

現
在
は
竿
燈
ま
つ
り
期

間
中
に
出
店
が
出
店
さ
れ
る
が
、

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
場
所
で
あ
る
。

秋
田
県
立
美
術
館

千
秋
公
園

敷
地

・
コ
ン
セ
プ
ト

近
年
、

閉
鎖
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
小
学
校
を
竿
燈
祭
り
の
際
に
賑
わ
う
こ
の
敷
地
に
お
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
な
利

用
が
で
き
る
空
間
と
し
て
創
り
出
す
こ
と
で
、

小
学
校

、
公
園
が
都
市
の
一
部
と
し
て
活
気
溢
れ
る
場
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
設
計
し
た
。

「
ま
ち
を
取
り
込
む
」
デ
ッ
キ
を
通
し
て
、
地
域
住
民
な
ど

の
一
般
人
を
小
学
校
の
敷
地
内
へ
と
導
く
。
そ
し
て
、
デ

ッ
キ
に
隣
接
し
て
作
ら
れ
た
図
書
エ
リ
ア
、
休
憩
ス
ペ
ー

ス
に
よ
っ
て
人
々
が
集
ま
り
、
ま
た
、
デ
ッ
キ
が
公
園
付

近
と
大
通
り
を
つ
な
ぐ
一
本
の
街
路
の
よ
う
な
役
割
も
持

ち
、
あ
た
か
も
ま
ち
の
一
部
の
よ
う
に
賑
わ
う
。
小
学
校
の

内
部
を
抜
け
る
デ
ッ
キ
か
ら
、
小
学
校
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
様
子
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
竿
燈
祭
り
の
際
は

竿
燈
大
通
り
に
面
す
る
デ
ッ
キ
を
有
効
に
活
用
し
、
祭
り

そ
の
も
の
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
。

デ
ッ
キ
を
通

し
て
学

校
が
さ
な
が
ら
ま
ち
を
形

成
す

る
よ
う
な
、

ま
ち
の
中

に
小

さ
な
ま
ち
と
し
て
小

学
校

が
存

在
す

る
よ
う
な
、
街

路
を
内

部
へ

“と
り
こ
み

”、
ま
ち
へ

“あ
ふ

れ
る
”
提

案
。

・
3
階
建
て
小
学
校
に
お
け
る
木
材
の
利
用
に
つ
い
て

①
建
築
基
準
法
の
改
正

　
2
0
1
5
年
よ
り
建
築
基

準
法
が
改
正
さ
れ
、

以
下
の
よ
う
な
大
規
模
な
小
学
校
も
木
造
で
建
て
や
す
く
な
っ
た
。

　
建
築
物
の
耐
火
性
能
、

耐
火
構
造
に
対
し
て
検
討
の
さ
れ
直
し
が
さ
れ
、

さ
ら
に
木
造
３
階
建
の
実
大
規
模
の

　
火
災
実
験
に
よ
り
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
。

３
階
建
て
の
学
校

3
0
0
0
m
　
を
超
え
る
建
築
物

２

②
R
C
造

で
は
な
く
木
造
に
す
る
メ
リ
ッ
ト

や
わ
ら
か
い

調
湿
性

室
温
を
均
一

に
保
つ

あ
た
た
か
い

街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

秋
田
の
木
材
利
用
を
促
進

小
学
校
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト

ま
ち
、

あ
き
た
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト

③
ル
ー
バ
ー
の
使
用

　
学
校
内
部
、

外
部
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
た
く
さ
ん
の
木
製
ル
ー
バ
ー
を
設
け
た
。

　
ル
ー
バ
ー
が
も
た
ら
す
効
果
は
３
つ
あ
る
。

木
造
３
階

建
て
小
学
校
、

公
園
の
設
計

-
ま
ち
を
と
り
こ
み
、

ま
ち
に
あ
ふ
れ
る

-

小
学
生
た
ち
の
遊
び
場

　
ル
ー
バ
ー
が
通
路
に
な
っ
た
り
、

ル
ー
バ
ー
の
隙
間
が
教
室
の
窓
と

繋
が
っ
て
い
た
り
す
る
。

好
奇
心
旺
盛
の
小
学
生
た
ち
の
遊

び
心
を
刺
激
す

る
。

外
部

か
ら
の
視
線

角
度
に
よ
っ
て
視
線
が
通
っ
た
り

通
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ル
ー
バ
ー
の

性
質
を
利
用

し
、

外
部
か
ら
視
線

が
通
り
過
ぎ
な
い
よ
う
や
ん
わ
り
と

遮
断
す
る
。

統
一
感
を
持
た
せ
る

ル
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
公
園
と
デ
ザ
イ

ン
を
持
た
せ
、

敷
地
全
体
の
統

一
感
を
持
た
せ
る
。

ｔ

校
長
室

職
員
室

職
員
室

給
湯
室

保
健
室

職
員
　
来
客
用
玄
関

体
育
館

3年
CR

3年
CR

4年
CR

4年
CR

給
食
室

TS

TS
1年
CR

1年
CR

2年
CR

2年
CR

会
議
室

計
画

・
公
園
、
小
学
校
、
大
通
り
を
つ
な
ぎ
一
般
人
と
小
学
生
、
さ
ら
に
は
一
般
人
同
士
、
小
学
生
同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
。

・
校
舎
を
コ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
い
く
つ
か
の
棟
に
分
け
、
空
間
に
隙
間
を
設
け
る
。
コ
ア
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
設
備

と
各
学
年
に
合
わ
せ
た
使
い
方
を
持
つ
空
間
を
創
る
。

   各
棟
の
隙
間
は
、
各
CR
と
ル
ー
バ
ー
や
ガ
ラ
ス
越
し
に
視
覚
的
に
接
触
し
て
お
り
、
CR
が
閉
鎖
的
に
な
っ
て
い
な
い
。

・デ
ッ
キ
下
の
ス
ペ
ー
ス
は
小
学
生
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
様
々
な
学
年
の
生
徒
同
士
の
交
流
を
生
む
。
ま
た
、各
棟
の
隙
間
と
つ
な
が
っ

て
お
り
、
植
栽
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
休
み
時
間

   な
ど
に
小
学
生
が
く
つ
ろ
ぐ
場
と
な
る
。

・
生
徒
は
特
別
教
室
（
理
科
室
et
c.）
を
使
う
と
き
以
外
は
CR
な
ど
で
も
基
本
土
足
で
、
他
学
年
と
動
線
が
交
差
し
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
あ
る
。

・
2F
レ
ベ
ル
の
デ
ッ
キ
に
隣
接
し
て
あ
る
図
書
エ
リ
ア
に
よ
り
、
生
徒
の
ス
ペ
ー
ス
と
一
般
人
の
ス
ペ
ー
ス
が
分
離
し
て
い
る
。

・
図
書
エ
リ
ア
で
は
生
徒
も
一
般
人
も
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。（
一
般
人
：
外
の
カ
ウ
ン
タ
ー
　
生
徒
：
中
の
カ
ウ
ン
タ
ー
）

1
階
平
面
図
　
　
縮
尺
　
1/
10
00

２
階
平
面
図
　
　
縮
尺
　
1/
10
00

３
階
平
面
図
　
　
縮
尺
　
1/
10
00 2F
　
デ
ッ
キ
の
様
子

一
般
人
が
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
本
を
読
む
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竿
燈
大
通
り

図
書
館

更
衣
室

更
衣
室

音
楽
準
備
室

音
楽
室

1-
1

1-
2

2- 1
2- 2

玄
関

25
m
プ
ー
ル

プ
ー
ル
設
備

シ
ャ
ワ
ー

シ
ャ
ワ
ー
室

3-
1

3-
2

4－
1

4-
2

5－
1　

　
5-
2

6－
1　

　
　
6-
2

理
科
室

　
　

図
工
室

図
書
館

家
庭
科
室

敷
地

秋
田
市
大
町
「
竿
燈
大
通
り
」

北
側
に
公
園
、
西
側
に
Eホ
テ
ル
が
あ
り
、
竿
燈
大
通
り
に
面
し
て
い
る
。

8/
3～

8/
6ま
で
真
夏
の
病
魔
や
邪
気
を
払
う
、
ね
ぶ
り
流
し
行
事
と
し
て
秋
田
竿
燈
祭
り
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

計
画 1階 北
側
の
図
書
館
、
中
央
の
ス
ロ
ー
プ
設
け
、
1階
と
2階
に
連
続
性
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

教
室
は
南
側
に
配
置
、
中
庭
を
も
う
け
る
こ
と
で
。
採
光
を
確
保
し
た
。

低
学
年
と
高
学
年
の
導
線
が
交
わ
ら
な
い
よ
う
に
配
置
し
、

 大
き
い
音
が
生
じ
や
す
い
音
楽
室
、
体
育
館
は
教
室
 か
ら
遠
ざ
け
た
。

ま
た
図
書
館
と
教
室
の
間
に
境
界
を
つ
く
る
よ
う
に
職
員
室
を
配
置
し
、 小
学
校
内
に
外
部
の
人
の
侵

入
を
防
ぎ
、
防
犯
面
に
気
を
つ
け
た
。

図
書
館
は
一
般
開
放
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
人
が
利
用
す
る
。

2階
　

吹
き
抜
け
の
中
庭
に
テ
ラ
ス
を
設
け
た
。
テ
ラ
ス
は
理
科
の
実
験
を
行
う
際
に
使
わ
れ
る
。

各
教
室
前
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
、
他
学
年
と
の
交
流
、
教
室
へ
視
線
を
遮
り
、
適
度

に
集
中
で
き
る
空
間
を
目
指
し
た
。

教
室
に
よ
っ
て
段
差
を
つ
け
る
こ
と
で
、
ゆ
る
や
か
に
 教
室
と
の
間
に
境
界
を
つ
く
り
か
つ
回
遊
性
、

連
続
性
も
考
慮
し
た
。

食
堂
の
大
き
さ
を
縮
小
さ
せ
元
の
大
き
さ
の
半
分
を
マ
ル
シ
ェ
と
す
る
。

地
域
の
人
が
野
菜
、
魚
、
加
工
品
、
工
芸
品
な
ど
を
持
ち
寄
り
販
売
す
る
。

秋
田
の
自
慢
の
商
品
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
で
き
る
空
間
か
ら
販
売
主
と
の
直
接
の
対
話
に
よ
っ
て
新
た
な
発
見
に

よ
り
秋
田
の
資
産
価
値
の
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
柱
と
柱
の
間
か
ら
子
供
た
ち
の
普
段
の
様
子
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
空
間
に
な
る
。
こ
の
食
堂
で
子
供
た
ち
は
ま
ち
の
人
々
を
見
て
地
元
の
良
さ
も
学
ぶ
。

東
側
立
面
図
 1/
40
0

北
側
立
面
図
　
1/
40
0

10
年
後

各
学
年
が
30
人
ほ
ど
に
な
っ
た
時
、
教
室
の
数
を
減
ら

し
て
い
く
。
減
ら
し
た
教
室
を
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
し
、
そ

の
空
間
を
新
た
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
と
す
る
た
め
、
教

室
の
壁
を
取
り
払
い
テ
ラ
ス
と
し
て
利
用
す
る
図
書
館
の

本
を
借
り
て
読
む
こ
と
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
ま
ち
の

人
々
が
集
ま
る
。

オ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
ス
モ
ー
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

発
達
に
よ
り
、
郊
外
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
ま
た
、

教
育
の
質
は
IC
Tへ
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
、
対
象
敷
地
で
は
各
学
年
が
約
10
人
の
複

式
学
級
と
な
る
。
ま
た
食
堂
の
大
き
さ
も
縮
小
さ

せ
元
の
大
き
さ
の
半
分
を
マ
ル
シ
ェ
と
す
る
。
秋

田
の
日
慢
の
商
品
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
で
き

る
空
間
か
ら
販
売
主
と
の
直
接
の
対
話
に
よ
っ
て

新
た
な
発
見
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
。
ま

た
子
供
た
ち
の
普
段
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
空
間
に
な
る
。
こ
の
食
堂
で
子
供
た
ち
は
ま
ち

の
人
々
を
見
て
地
元
の
良
さ
も
学
ぶ

IC
Tに
よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ス
ペ
ー

ス
が
直
接
コ
ネ
ク
ト
し
、
教
育
の
場
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
空
間
へ
置
き
換
わ
る
。
高
度
な
情
報
化
の
中

で
こ
そ
、
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
が
よ
り
重
要

性
を
増
す
。
小
学
校
は
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
に

変
化
し
、マ
ル
シ
ェ
と
し
て
秋
田
の
商
品
の
売
買
を
行
っ

た
り
、
ま
ち
の
伝
統
を
伝
え
る
た
め
に
体
験
ス
ペ
ー
ス

を
置
い
た
り
す
る
こ
と
で
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
資
源

と
な
る
。
ま
た
小
学
校
に
通
わ
な
く
な
り
、
子
供
た
ち

が
友
達
と
実
際
に
会
う
の
機
会
が
減
少
す
る
。
そ
ん
な

子
供
た
ち
の
た
め
に
み
ん
な
で
安
全
に
迫
べ
る
場
所
と

な
る
、小
学
校
だ
っ
た
時
か
ら
ま
ち
の
人
々
場
所
で
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
機
能
が
な
く
な
っ
た
あ
と
も
愛
さ
れ
続

け
る
場
所
と
な
る

新
築

各
学
年
が
30
人
ほ
ど
に
な
っ

た
時
、
教
室
の
数
を
減
ら
し
て

い
く
。
減
ら
し
た
教
室
を
コ
ン

パ
ー
ジ
ョ
ン
し
、
そ
の
空
間
を

斬
た
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
と

す
る
た
め
、
教
室
の
壁
を
取
り

払
い
テ
ラ
ス
と
し
て
利
用
す
る
。

図
書
館
の
本
を
借
り
て
読
む
こ

と
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
ま

ち
の
人
々
が
集
ま
る

20
年
後

30
年
後

CL
T＋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
を
採
用

CL
Tの
間
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い
耐
力
・
断
熱
性
を
有
す
る
。

厚
い
外
壁
側
の
CL
Tは
遮
音
性
、
断
熱
性
を
も
た
ら
す
。
　

CL
T工
法

+
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造

変
化
す
る
小
学
校

新
築
　
図
書
館
内
観

新
築
　
図
書
館
外
観

10
年
後
～
20
年
後
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
兼
マ
ル
シ
ェ

20
年
後
～
30
年
後
　
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
変
化
し
た
教
室

20
年
後
～
30
年
後
　
　
マ
ル
シ
ェ
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段 で  　   れ て離
段 で        が る繋

配置図兼平面図 1F    1/200

コンセプト
　段によって人と人との間に距離を生みながらも、視線や声が交わり合うことで
空間の中で繋がりを感じる集いの場を提案する。
　新型コロナウイルスによって、制限された世の中の状況に対応した様々な生活様式が
求められる中で、私たちの豊かでストレスのない暮らしを維持するためにも、
これまで以上に新しい建築や人々の集まり方を提案していかなければならない。
　そこで、デッキによってレベルに変化をもたらし個々のスペースを楽しみながらも、
さらに店やゲストハウスなど、デッキでつながりをもたらすことで集まりにくくなって
しまった世の中で、心地よくひとつの空間で人々が過ごすことが出来る。　

ダイアグラム

コロナによって仕切られ、遮断され
閉鎖的になったコミュニティ。

レベルの変化によって繋がりを感じる空間に。

プラン

・中央に集めた美容室やカフェ、花屋、本屋などの店舗
・店舗の両脇には購入したものを持寄り過ごし、ここと緩やかに繋がる
・奥に４戸配置されたゲストハウスでは、街の人々が集まるコミュニティスペースと
   旅行者がデッキと店舗で繋がる
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0ｍ
1
ｍ

5
ｍ

1
0
ｍ

ま
ち
へ
の
広
が
り

 
地
元
の
⽊
材
を
利
⽤
し
た
ル
ー
バ
ー
や
ベ
ン
チ
な
ど
を
配
置
し
ま
ち
と
な
だ
ら
か
に
つ
な
げ

る
。
道
路
を
⾛
る
⾞
や
道
を
歩
く
⼈
と
の
関
係
が
⽣
ま
れ
、
ま
ち
と
よ
り
密
接
な
か
か
わ
り
を

促
す
。

GL

GL
 -

10
00

GL
 -

20
00

GL
 -

30
00

GL
 -

40
00

0ｍ
1
ｍ

5
ｍ

1
0

ｍ

ch
ild

ad
ul
t

sh
ar
ed

遊
び
場

キ
ッ
チ
ン

カ
フ
ェア
ス
レ
チ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス

運
動
場

和
室

図
書
室

海
⽔
浴
場

道
路

中
学
校

郵
便
局

対
象
敷
地

学
童
を
中
⼼
と
し
た
地
域
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
提
案
す
る

定
期
的
に
⾏
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
習
い
事
な
ど
で
⽣
ま
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

深
め
る
た
め
の
空
間
と
な
る
。
こ
の
施
設
に
は
学
校
終
わ
り
の
⼦
供
た
ち
以
外

に
も
、
⼦
供
を
迎
え
に
来
た
親
た
ち
、
友
⼈
と
お
し
ゃ
べ
り
し
に
き
た
⽼
⼈
た

ち
、
勉
強
を
し
に
来
た
中
⾼
⽣
な
ど
様
々
な
⼈
が
集
ま
る

.

 
⼤
⼈
の
空
間
、
⼦
供
の
空
間
を

そ
れ
ぞ
れ
を
分
割
し
組
み
合
わ
せ

通
路
で
つ
な
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

空
間
は
孤
⽴
の
も
の
と
な
る
が
そ

こ
に
⾏
く
ま
で
の
通
路
で
関
わ
り

が
⽣
ま
れ
る
。

お
と
ぎ
話
の
世
界
に
⼊
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

 
ゴ
ー
ル
に
到
達
し
た
勇
者
を
太
陽
の
光
が
照
ら
す

 

 
下
浜
地
域
は
⽻
川
剣
ば
や
し
や
和
太
⿎
な
ど
の
伝
統
を
持
ち
、
そ
れ
ら
は
地

域
に
住
む
⼤
⼈
か
ら
⼦
供
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
ヤ
マ
ハ
ゲ

や
神
社
の
祭
典
な
ど
⻘
年
会
が
企
画
す
る
様
々
な
⾏
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

 
 
敷
地
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
海
と
国
道
に
挟
ま
れ
た
緩
や
か
な

傾
斜
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
習
い
事
や
会
議
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
普
段

は
特
に
利
⽤
さ
れ
て
い
な
い
。
近
く
に
は
学
校
、
郵
便
局
、
海
⽔
浴
場
な
ど
が

あ
る
た
め
地
域
の
⼈
に
は
⾒
慣
れ
た
場
所
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
利
⽤
者
や
利

⽤
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
も
っ
と
有
効
活
⽤
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

対
象
地
域
で
は
⼀
⼈
暮
ら
し
の
⽼
⼈
や
共
働
き
の
家
庭
が
増
加
し
、
孤
独
を
感

じ
る
⼈
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
い
と
い
う
問
題
が
起
き
て
い
る
。

 

・
オ
フ
ィ
ス
︓
学
童
の
事
務
室
を
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
、
様
々
な
専
門
家
が

こ
こ
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
。

敷
地

 
コ
ン
セ
プ
ト

 

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

 

・
キ
ッ
チ
ン
︓
夏
場
は
海
の
家
と
し
て
利
⽤
す
る
。
普
段
は
許
可
を
と
れ
ば
誰
で

も
利
⽤
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
域
の
⾏
事
や
⼩
さ
な
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
利

⽤
で
き
る
。

・
屋
上
︓
カ
フ
ェ
の
飲
⾷
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
。
波
の
⾳
を
聞
き
な
が
ら
現
実
か
ら

離
れ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
せ
る
。
き
れ
い
な
景
⾊
が
⾒
れ
る
空
間
で
⼀
⼈
の
時
間

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

⽊
材
利
⽤

枯
れ
て
し
ま
っ
た
松
を
利
用
し
て
ベ
ン
チ
や
ル
ー
バ
ー
を
作
る

 
下
浜
は
海
と
⼭
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
⼭
の
ほ
う
に
は
杉
が
⽣
え
、
海

岸
沿
い
に
は
防
風
林
の
松
が
多
く
⽣
え
て
い
る
。
学
校
や
保
育
所
で
は
松
の
育

樹
や
植
樹
、
森
の
中
で
の
体
験
学
習
な
ど
地
域
と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
る
。

整
え
ら
れ
た
森
は
⾃
然
を
味
わ
え
る
空
間
と
な
る
木
材
利
用

施
設

配
置
図
兼
平
⾯
図
 

1/
20

0

⾃
然
に
囲
ま
れ
た
空
間
で
の
記
憶
は
景
⾊
と
と
も
に
⼼
に
深
く
刻
ま
れ
る

 
い
つ
で
も
帰
れ
る
場
所
が
あ
な
た
に
は
あ
る

 
⼤
⼈
に
な
っ
て
も
廃
れ
な
い
⼤
切
な
記
憶
を
⽣
み
出
す
空
間

 

視
線
や
浜
風
が
建
物
内
を
通
過
す
る

 

⾼
さ
の
異
な
る
窓
に
よ
っ
て
成
⻑
を
感
じ
ら
れ
る

 
⼦
供
の
様
⼦
を
⾒
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

 

ま
ち
の
じ
ど
う
か
ん

⼤
⼈
だ
け
で
の
秘
密
基
地
の
景
⾊

環
境
を
整
え
る
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
杉
を
材
料
と
し
て
建
て
る

→ →
×

→
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設
計
G
L

5
0
0 地
面
G
L
（
兼
ピ
ロ
テ
ィ
）

0

塔
状
建
築
一
階
フ
ロ
ア 2
5
0
0

塔
状
建
築
二
階
フ
ロ
ア 5
0
0
0

断
面
図

断
面
図

塔
状
建
築
一
階
フ
ロ
ア
2
5
0
0

塔
状
建
築
二
階
フ
ロ
ア 5
0
0
0

設
計
G
L

5
0
0

地
面
G
L
（
兼
ピ
ロ
テ
ィ
） 0

塔
状
建
築
一
階
フ
ロ
ア

2
5
0
0

塔
状
建
築
二
階
フ
ロ
ア 5
0
0
0

産
直

エ
リ

ア

木
品

パ
ビ

リ
オ

ン

保
管

室

講
堂

保
管

室

職
員

室
研

究
室

売
店

市
⺠

の
休

憩
所

情
報

ス
ペ

ー
ス

配
置

図
兼

一
階

平
面

図
S:

1/
50

0
二

階
平

面
図

S:
1/

50
0

断
面

図
S:

1/
50

0

南
側

立
面

図
S:

1/
50

0

県
産

木
材

を
展

示
す

る
木

質
都

市
型

美
術

館
の

設
計

Ba
ck

 gr
ou

nd
 &

 C
on

ce
pt

秋
田

駅
周

辺
を

交
通

や
文

化
の

交
流

の
拠

点
と

し
、

芸
術

文
化

ゾ
ー

ン
の

考
え

を
含

め
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

新
た

に
学

生
向

け
の

マ
ン

シ
ョ

ン
や

地
元

プ
ロ

バ
ス

ケ
ッ

ト
チ

ー
ム

の
練

習
拠

点
で

あ
る

体
育

館
の

整
備

、
更

に
駅

⻄
⼝

で
は

芝
生

広
場

が
整

備
さ

れ
る

な
ど

、
秋

田
駅

周
辺

が
一

般
市

⺠
や

学
生

に
対

す
る

開
か

れ
た

施
設

が
整

備
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

そ
う

し
た

流
れ

の
中

、
市

⺠
が

⾃
ら

芸
術

に
触

れ
、

芸
術

を
創

り
、

芸
術

を
享

受
し

、
芸

術
を

展
示

す
る

よ
う

な
、

市
⺠

に
開

か
れ

た
芸

術
拠

点
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

上
記

の
施

設
と

の
関

連
を

含
め

、
芸

術
文

化
ゾ

ー
ン

と
し

て
の

役
割

が
よ

り
強

固
に

な
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
こ

と
に

加
え

、
県

が
誇

る
の

木
材

の
展

示
や

紹
介

を
行

う
こ

と
で

、
県

内
外

の
人

々
に

木
材

の
良

さ
を

広
め

、
林

業
や

木
材

へ
の

関
心

を
集

め
る

こ
と

が
出

来
る

だ
ろ

う
。

本
提

案
で

は
、

県
産

木
材

な
ど

を
展

示
す

る
美

術
ス

ペ
ー

ス
、

市
⺠

の
講

堂
、

情
報

ス
ペ

ー
ス

を
設

け
る

な
ど

し
て

、
地

域
に

開
か

れ
た

木
材

を
用

い
た

都
市

型
美

術
館

を
提

案
す

る
。

Pi
ctu

re
 1 

:
美

術
館

フ
ァ

サ
ー

ド

Si
te

・
敷

地
は

住
宅

街
、

秋
田

駅
、

繁
華

街
に

囲
ま

れ
て

い
る

・
ま

さ
に

街
の

顔
に

な
る

よ
う

な
場

所

（
美

術
館

×
木

材
×

秋
田

駅
前

）
・

秋
田

県
は

秋
田

杉
を

は
じ

め
と

し
た

、
林

業
が

盛
ん

。
・

秋
田

駅
が

目
の

前
に

あ
る

場
所

な
ら

ば
、

他
地

域
か

ら
の

訪
問

者
に

対
し

て
秋

田
ら

し
さ

が
ダ

イ
レ

ク
ト

に
ア

ピ
ー

ル
が

で
き

る
。

他
地

域
の

訪
問

者
地

元
の

人
々

林
業

関
係

者
や

木
材

加
工

者

・
都

市
型

美
術

館
と

し
て

木
材

を
紹

介
す

る
こ

と
で

、
色

濃
く

印
象

を
与

え
る

こ
と

が
出

来
る

。
・

美
術

館
を

拠
点

と
し

た
芸

術
空

間
の

形
成

も
図

れ
る

。

交
流

と
文

化
の

共
有

の
役

割
を

果
た

す

ex
am

pl
e..

.

木
の

加
工

品
の

展
示

と
紹

介

地
域

の
憩

い
の

場
に

な
る

木
の

温
か

み
を

知
る

pi
ctu

re
 2 

:
木

質
製

品
を

展
示

す
る

パ
ビ

リ
オ

ン

pi
ctu

re
 3 

:
県

産
野

菜
や

果
物

な
ど

を
販

売
す

る
産

直

2F
：

二
階

部
分

に
は

木
材

を
加

工
し

た
商

品
や

家
具

を
展

示
、

紹
介

す
る

ス
ペ

ー
ス

を
設

け
て

お
り

、
加

え
て

野
菜

や
果

物
を

販
売

す
る

産
直

の
ス

ペ
ー

ス
も

設
け

ら
れ

て
い

る
。

1F
：

一
階

部
分

に
は

市
⺠

が
集

う
講

堂
、

一
部

美
術

品
の

販
売

を
行

う
ア

ー
ト

ス
ト

ア
、

喧
噪

の
無

い
裏

庭
を

望
む

市
⺠

の
休

憩
所

、
他

地
域

か
ら

訪
れ

た
人

た
ち

の
た

め
の

情
報

コ
ー

ナ
ー

な
ど

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。

（
  S

tru
ctu

re
 d

iag
ra

m
 ）

Ex
hi

bi
tio

n
Ci

vil
 sp

ac
e

Au
di

to
riu

m
Ar

t

M
us

eu
m

 sh
op

Ve
ge

ta
ble

s d
ire

ct 
fro

m
 th

e f
ar

m

In
fo

rm
at

ion

W
hi

te
 ...

  C
or

rid
or

  o
r  

St
ep

s

Au
di

to
riu

m

St
ep

 1 
: 講

堂
、

展
示

室
、

市
⺠

空
間

の
三

つ
の

要
素

を
設

け
る

。

St
ep

 2 
: そ

れ
ら

を
、

講
堂

空
間

、
美

術
空

間
、

シ
ョ

ッ
プ

、
産

直
、

情
報

コ
ー

ナ
ー

に
展

開
す

る
。

St
ep

 3 
: 全

て
を

廊
下

と
階

段
、

屋
上

庭
園

で
結

ぶ
こ

と
で

、
地

域
に

根
差

し
、

遠
方

か
ら

訪
れ

る
人

々
に

秋
田

を
紹

介
す

る
都

市
型

美
術

館
を

形
成

す
る

。

pi
ctu

re
 4 

:
市

⺠
の

た
め

の
休

憩
所

一
階

に
は

左
の

写
真

の
よ

う
な

休
憩

所
も

設
け

て
い

る
。

こ
の

休
憩

所
で

は
秋

田
駅

前
の

賑
や

か
さ

と
は

異
な

り
、

水
面

や
木

々
を

眺
め

な
が

ら
く

つ
ろ

ぐ
穏

や
か

な
雰

囲
気

と
な

っ
て

お
り

、
誰

で
も

利
用

可
能

な
休

憩
所

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。
木

質
の

建
物

や
商

品
、

展
示

品
を

肌
で

体
感

し
、

休
憩

所
で

ゆ
っ

く
り

と
く

つ
ろ

ぐ
こ

と
が

出
来

る
こ

の
空

間
で

、
秋

田
の

林
業

や
木

材
に

つ
い

て
触

れ
、

木
に

対
し

て
よ

り
関

心
を

抱
い

て
く

れ
る

人
が

増
え

る
こ

と
を

期
待

し
て

、
こ

の
設

計
を

提
案

す
る

。

東
側

立
面

図
S:

1/
50

0

三
者

の
融

合

映
写

室

控
室

控
室

控
室

裏
庭

受
付

ホ
ワ

イ
エ
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１
．

C
LT

を
使

っ
た

は
ね

だ
し

の
床

と
大

屋
根

C
LT

を
床

パ
ネ

ル
と

し
て

使
用

す
る

こ
と

で
，

強
軸

方
向

（
パ

ネ
ル

表
面

の
木

目
の

繊
維

方
向

）
に

お
い

て
パ

ネ
ル

を
大

き
く

片
持

ち
さ

せ
，

は
ね

だ
し

の
床

を
再

現
し

た
．

　
ま

た
，

現
在

国
内

で
製

造
で

き
る

C
LT

パ
ネ

ル
の

最
大

厚
さ

27
0m

m
(9

層
)，

サ
イ

ズ
長

さ
12

m
×

幅
3m

の
範

囲
を

考
慮

し
て

，
C

LT
パ

ネ
ル

を
連

続
さ

せ
た

大
ス

パ
ン

の
大

屋
根

を
飛

ば
す

こ
と

が
で

き
た

．

2．
C

LT
を

使
う

こ
と

に
よ

る
施

工
の

合
理

化
　

加
工

工
場

に
て

大
開

口
や

ド
ア

を
加

工
し

，
パ

ネ
ル

に
し

て
現

場
に

搬
入

す
る

こ
と

で
，

現
場

で
の

施
工

負
担

を
減

ら
す

こ
と

が
可

能
．

C
LT

パ
ネ

ル
工

法
の

現
場

で
は

持
ち

込
ま

れ
た

パ
ネ

ル
を

1階
の

壁
か

ら
立

ち
上

げ
，

次
に

2階
の

床
を

そ
の

上
に

並
べ

て
，

さ
ら

に
2階

壁
を

立
ち

上
げ

て
い

く
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
工

法
で

建
て

て
い

く
．

4．
パ

ネ
ル

を
く

り
ぬ

い
た

自
由

な
造

形
表

現

3．
木

の
ぬ

く
も

り
を

感
じ

る
　

C
LT

は
構

造
躯

体
と

し
て

の
役

割
の

他
,そ

れ
自

体
に

断
熱

性
 や

遮
炎

性
、

遮
熱

性
、

遮
音

性
を

持
っ

た
材

料
で

あ
る

た
め

，
 

1枚
の

材
料

で
こ

れ
ら

の
機

能
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

，
 材

料
の

削
減

と
現

場
施

工
の

合
理

化
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

．

wi
th

コ
ロ

ナ
で

常
に

時
代

背
景

が
蠢

い
て

い
く

中
で

、
一

息
つ

け
る

空
間

は
不

可
欠

で
あ

る
。

そ
の

空
間

を
木

材
を

利
用

し
て

、
い

か
に

リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

も
の

に
で

き
る

か
を

考
え

、
大

空
間

で
あ

り
な

が
ら

木
の

温
も

り
を

感
じ

取
れ

る
、

そ
ん

な
空

間
が

あ
れ

ば
い

い
な

と
思

い
な

が
ら

設
計

し
た

。

C
.H

.I.
L.

L 
ST

AN
D
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